
三角堰による流量検定 

 

１．四角堰および三角堰を越流する流量Ｑについて，堰の幅Ｂ，流量係数Ｃ，重力加速度ｇおよび越流水深

Ｈを用いて導け．ただし，水面から任意の水深までの距離をｚとする． 

 

(1)四角堰 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)三角堰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．流量の検定 

                                                   Ｗ＝ 

水路幅：Ｗ＝ 0.5ｍ 

Ｈd=       ｍ         

（０ポイントゲージの読み） 

                    Ｈ 

 

Ｈd 

 

 

JIS 公式による流量ＱＣについて 

 

ＱＣ＝｛1.353+0.004/Ｈ+(0.14+0.2/√Ｈd)(Ｈ/Ｗ-0.09)
2｝Ｈ5/2   （ｍ３／ｓ） 

 

 PG の読み(m) 越流水深Ｈ(m) バケツ容量(l) 時間(s) 流量Ｑ(l/s) JIS公式の流量ＱＣ(l/s) 

１回目       

２回目       

３回目       

４回目       

５回目       

６回目       

 

 

①ポリバケツに水が溜まるまでに時間をストップウォッチで計測する．流量を変化させて６回行う． 

 

②流量Ｑと越流水深Ｈの関係は，以下の様に表すことができる． 

Ｑ＝αＨβ → logＱ＝logα＋βlogＨ 

この関係から，最小２乗法を用いて係数α，βを求めよ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③流量Ｑと越流水深Ｈとの関係をグラフ化（実数および対数グラフ）し考察せよ． 

 

 

 

 


